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異
能
の
骨
つ
ぎ
師
が
主
人
公

　

そ
ん
な
時
代
を
生
き
る
主
人
公
は
、
直

賢
を
師
と
仰
ぐ
一
色
鞍
之
介
。
患
部
を
探

り
当
て
る
指
先
に
、
独
特
の
パ
ワ
ー
を
秘

め
る
、
異
能
の
骨
つ
ぎ
師
で
す
。
友
が
長

崎
遊
学
で
、
最
新
の
蘭
学
を
収
め
る
時
、

自
分
は
昔
な
が
ら
の
武
術
に
励
み
、
名
倉

流
正
骨
術
を
学
ぶ
。
師
に
反
抗
し
て
千
住

の
名
倉
本
院
を
出
て
、
大
川
端
に
名
倉

堂
を
開
い
た
鞍
之
介
が
大
川
に
視
る
顔

は
・
・
・
。

　
「
骨
つ
ぎ
名
倉
」は
そ
の
後
、
幕
末
を
生

き
抜
き
、
明
治
に
は
森
鴎
外
の『
渋
江
抽

斎
』に
も
登
場
し
て
い
ま
す
。
医
療
の
近

代
化
に
も
敏
感
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
い
ち

早
く
活
用
し
、〝
整
形
外
科
〟の
祖
と
も
言

わ
れ
、
今
も
千
住
名
倉
は
健
在
で
す
。
そ

ん
な
名
倉
家
に
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
私
で

す
が
、
骨
を
つ
ぎ
、
人
を
つ
な
ぎ
、
時
代

を
も
つ
な
い
だ
歴
史
が
面
白
く
、
小
説
に

紡
い
で
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
橋
、
柳
橋
と
書
い
て
き
た
私
の
橋

シ
リ
ー
ズ
。
次
は
隅
田
川
の
橋
と
考
え
、

川
ベ
り
を
そ
ぞ
ろ
歩
い
て
閃
い
た
の
が
、

大
川
橋（
吾
妻
橋
）で
す
。

　

ち
な
み
に
大
川
端
に
生
ま
れ
、
こ
の
川

を
深
く
愛
し
た
芥
川
龍
之
介
は
、「
大
川

は
、
東
京
と
い
う
大
都
会
を
静
か
に
流
れ

て
い
る
だ
け
に
、
そ
の
濁
っ
て
、
皺
を
寄

せ
て
、
気
む
づ
か
し
い
猶ゆ
だ太
の
老
爺
の
よ

う
に
、ぶ
つ
ぶ
つ
小
言
を
言
う
水
の
色
が
、

如
何
に
も
落
ち
着
い
た
、
人
懐
か
し
い
、

手
触
り
の
い
い
感
じ
を
持
っ
て
い
る
・・・
」

と『
大
川
の
水
』に
書
い
て
い
ま
す
。

　

関
東
平
野
を
う
ね
り
下
っ
て
き
た
こ
の

元
利
根
川
に
、
気
難
し
く
も
暖
か
い〝
ユ

ダ
ヤ
の
老
人
〟を
視
た
芥
川
の
観
察
眼
、

ま
さ
に
感
動
も
の
で
す
ね
！

　

利
根
川
本
流
を
千
葉
に
移
し
て
江
戸
を

つ
く
っ
た
家
康
は
、
こ
の
大
川
に
千
住
大

橋
し
か
橋
を
許
さ
な
か
っ
た
。
で
も
没
後

百
五
十
数
年
の
間
に
、
五
つ
の
橋
が
架
け

ら
れ
、
そ
の
最
後
の
橋
が
大
川
橋
で
す
。

西
の
浅
草
と
東
の
本
所
を
結
び
、
町
人
文

化
の
爛
熟
を
援
け
た
橋
で
す
が
、
御
一
新

の
後
に
、吾
妻
橋
と
名
が
変
わ
り
ま
し
た
。

 

文
化
文
政
期
大
流
行
の

骨
つ
ぎ
名
倉

　

町
人
文
化
が
花
開
い
た
文
化
文
政
期

に
、
大
流
行
し
た
の
は
歌
舞
伎
、
相
撲
、

落
語
で
す
が
、
も
う
一
つ
あ
る
。「
骨
つ

ぎ
名
倉
」な
る
接
骨
院
で
す
。骨
つ
ぎ
が
？

と
驚
く
な
か
れ
。
戦
が
な
く
な
っ
て
、
武

士
と
武
術
が
力
を
失
っ
て
い
っ
た
時
代
、

そ
の
柔
術
に
、
再
生
の
道
を
見
出
し
た
傑

物
が
い
た
。
鎌
倉
武
士
の
末
裔「
名
倉
直

賢（
な
ぐ
ら
・
な
お
か
た
）」で
す
。
中
国

伝
来
の
柔
術
に
は
、「
殺
法
」と「
活
法
」を

表
裏
一
体
と
し
て
発
展
し
た
懐
の
深
さ
が

あ
る
。
直
賢
は
そ
こ
に
着
目
し
、「
殺
法
」

を
捨
て「
活
法
」を
体
系
付
け
た
の
が「
名

倉
流
正
骨
術
」。
さ
ら
に〝
人
助
け
〟を
家

訓
と
し「
医
は
仁
術
な
り
」の
剛
直
な
姿
勢

を
貫
い
た
た
め
、
江
戸
で
大
人
気
と
な
り

た
ち
ま
ち
千
客
万
来
。
職
人
か
ら
、
火
消

し
、
役
者
、
芸
人
、
相
撲
取
り
ま
で
押
し

か
け
た
。

　
〝
名
倉
〟は
、〝
ど
ぶ
板
で
名
倉（
な
ぐ
ら
）

れ
ま
し
た
と
駕
籠
で
く
る
〟、
と
川
柳
に

も
詠
ま
れ
、
ま
た
打
身
や
骨
折
の
代
名
詞

に
も
な
っ
た
と
か
。

作家
森　真沙子
（11回生）

名
倉
流
骨
つ
ぎ
師
、

          
江
戸
を
生
き
る

新
シ
リ
ー
ズ「
大
川
橋
物
語
」

『大川橋物語1「名倉堂」一色鞍之介』
（二見書房時代小説文庫）
詳細は森真沙子ファン倶楽部
https://morimasako-world.jimdo.com/

▲東都名所内　隅田川八景　吾妻橋帰帆（歌川広重）

▼江戸時代の
骨つぎ治療の様子

▲江戸名所図会（巻之七搖光
之部）大川橋（国立国会図書館
デジタルコレクション）
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西
高
出
身
の
作
家

〝
佐
藤
泰
志
〟の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

市
街
戦
の
ジ
ャ
ズ
メ
ン

     　
～
作
家 

佐
藤
泰
志
の
衝
撃

　

佐
藤
泰
志（
１
９
４
９
～
90
年
）が
函
館

西
高
３
年
生
の
時
に
執
筆
し
、「
有
島
青
少

年
文
芸
賞
」（
１
９
６
８
年
、
主
催
／
北
海

道
新
聞
社
）に
応
募
し
て
優
秀
賞
を
受
賞
し

た
小
説『
市
街
戦
の
ジ
ャ
ズ
メ
ン
』。
こ
の

作
品
を
軸
に
高
校
生
時
代
の
佐
藤
泰
志
と

そ
の
時
代
を
探
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
の
製
作
が
進
行
中
だ
。
監
督
は
苫
小
牧

出
身
の
稲
塚
秀
孝
さ
ん
。

　
「
実
は
、
私
も
高
校
２
年
生
の
時
に
有
島

青
少
年
文
芸
賞
に
応
募
し
て
入
選
。
そ
の

時
の
優
秀
賞
が
１
学
年
上
の
佐
藤
泰
志
さ

ん
で
し
た
。
優
秀
作
は
本
来
、
北
海
道
新

聞
に
掲
載
さ
れ
る
は
ず
な
の
に
、〝
高
校
生

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
作
品″
と
の
理
由
で
掲

載
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
３
か
月
後
に
札

幌
で
出
版
さ
れ
た『
北
方
文
芸
』と
い
う
発

刊
ま
も
な
い
雑
誌
に
載
っ
た
の
で
、
そ
れ

を
読
ん
で
衝
撃
を
受
け
た
。
ひ
と
つ
し
か

歳
が
違
わ
な
い
の
に
、
こ
れ
ほ
ど
の
作
品

を
か
け
る
人
が
い
る
ん
だ
と
…
…
」

　

生
前
の
佐
藤
泰
志
と
直
接
会
っ
た
こ
と

は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
東
京
の
大
学
に

進
ん
で
か
ら
、
佐
藤
が
創
刊
し
た
同
人
誌

『
立
待
』を
取
り
寄
せ
た
り
感
想
を
書
き

送
っ
た
り
し
て
手
紙
で
の
交
流
が
あ
っ
た
。

　

大
学
を
卒
業
後
、
稲
塚
さ
ん
は
映
像
の

世
界
に
進
み
、
佐
藤
と
の
交
流
は
途
絶
え

た
が
、『
市
街
戦
の
ジ
ャ
ズ
メ
ン
』を
読
ん

だ
時
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
ず
っ
と
胸
に
刻
ま

れ
て
い
た
と
い
う
。

「
佐
藤
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
の
を
知
っ
た

の
は
新
聞
を
通
し
て
で
す
が
、
市
街
戦
の

ジ
ャ
ズ
メ
ン
も
含
め
て
彼
の
こ
と
を
い
つ

か
映
像
と
し
て
形
に
残
し
た
い
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
し
た
」

　

２
０
０
７
年
に『
佐
藤
泰
志
作
品
集
』（
ク

レ
イ
ン
出
版
）が
出
版
さ
れ
、
２
０
１
０
年

に
は
佐
藤
泰
志
原
作『
海
炭
市
叙
景
』が
映

画
化
。
１
９
９
０
年
に
41
歳
で
命
を
絶
っ

た
作
家
が
20
年
経
っ
て
、
作
品
が
次
々
と

復
刊
や
映
画
化
さ
れ
再
評
価
が
高
ま
っ
た
。

　

２
０
１
３
年
、
稲
塚
さ
ん
は
佐
藤
泰
志

の
人
間
像
に
迫
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画『
書
く
こ
と
の
重
さ
～
作
家
佐
藤
泰
志
』

を
製
作
し
て
全
国
公
開
。
好
評
を
得
た
。

　
「
市
街
戦
の
ジ
ャ
ズ
メ
ン
は
、
佐
藤
泰
志

の
デ
ビ
ュ
ー
作
と
言
っ
て
い
い
作
品
。
高

校
生
だ
っ
た
佐
藤
が
、
全
共
闘
運
動
や
反

戦
運
動
の
広
が
り
な
ど
当
時
の
社
会
状
況

か
ら
ど
ん
な
影
響
を
受
け
、
作
品
に
反
映

さ
せ
た
の
か
。
早
熟
な
才
能
を
発
揮
し
た

作
家
の
原
点
に
迫
る
映
画
に
し
た
い
。」

再
現
ド
ラ
マ
と

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
構
成

　

ま
た
、
作
品
の
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い

る
の
が
、
１
９
６
７
年
10
月
８
日
の
羽
田

闘
争
。
当
時
の
首
相
・
佐
藤
栄
作
の
南
ベ

ト
ナ
ム
訪
問
を
阻
止
し
よ
う
と
し
て
全
学

連
が
機
動
隊
と
衝
突
、
京
大
生
の
山
崎
博

昭
君
が
死
亡
し
た
。

　
「
同
世
代
の
若
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た

事
件
で
あ
り
、
記
録
的
な
意
図
も
あ
る
。
若

者
た
ち
が
社
会
変
革
を
夢
見
た
あ
の
時
代
の

熱
気
、匂
い
や
空
気
を
今
の
若
者
に
感
じ
取
っ

て
も
ら
え
た
ら
と
の
思
い
も
あ
り
ま
す
」

　

映
画
は
、
関
係
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
と
再
現
ド
ラ
マ
で

構
成
す
る
。
ド
ラ
マ
部
門
の
出
演
者
は
、
一

昨
年
、
高
校
生
を
対
象
に
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

を
実
施
し
、
佐
藤
泰
志
役
は
西
高
３
年（
当

時
）遠
藤
大
介
さ
ん
、
友
人
の
関
口
精
治
役

に
同
３
年（
当
時
）小
川
俊
さ
ん
、
女
性
の
友

人
役
に
も
女
子
高
生
が
選
ば
れ
た
。

　

昨
年
８
月
、
ド
ラ
マ
部
分
を
西
高
や
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
、
函
館
公
園
な
ど
で
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
撮
影
を
行
な
っ
た
。
今
後
は
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
部
分
の
撮
影
を
進
め
、
来
年
６
月
頃

の
公
開
を
目
指
し
て
い
る
。

「
こ
の
小
説
が
な
ぜ
高
校
生
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
作
品
と
さ
れ
た
の
か
。
主
人
公
の
高
校

生
が
煙
草
や
睡
眠
薬
を
口
に
す
る
こ
と
が
問

題
だ
っ
た
の
か
、
羽
田
闘
争
な
ど
へ
の
関
心

が
危
惧
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
も
探
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

青
春
の
日
の
佐
藤
泰
志
と
の
出
会
い
は
、

稲
塚
さ
ん
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
作
家
へ

と
導
い
た
原
点
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
の
だ
ろ

う
。
一
人
で
も
い
い
か
ら
、
興
味
を
持
ち
、

見
て
く
れ
る
人
間
が
い
れ
ば
い
い
。
そ
の
思

い
で
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
い
う
。

　
来
春
の
公
開
が
待
た
れ
る
。

　
　
　
　

 （
文　
井
田
ゆ
き
子　
20
回
生
）　

1967年10月8日の羽田闘争

『市街戦のジャズメン』採録
『もうひとつの朝　佐藤泰志
初期作品集』（河出書房新社）

1950年北海道苫小牧市生ま
れ。中央大学文学部哲学科卒
業。1973年、（株）テレビマ
ンユニオン参加。ドキュメン
タリー、ドラマなどを制作。
1985年独立、現在はタキオ
ンジャパン代表取締役。公開
予定の作品に、『母と子の絆
～カネミ油症の真実』（ダイ
オキシン類が混入した食用油
が原因の食品公害の連鎖は
今も続く。’24年10月公開予
定）、『幻のかくめい～サーク
ル村と大正闘争』（谷川雁や
森崎和江らの知識人と炭鉱労
働者による労働運動を問い直
す。’25年4月公開予定）。

稲塚　秀孝
（いなづか　ひでたか）
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事
務
局
活
動
報
告

　
２
０
２
３
年
度
の
年
会
費
納
入
数
は

３
６
６
件
。
昨
年
度
と
ほ
ぼ
同
数
の
納

入
数
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
５
年
前
に

は
平
均
５
０
０
件
の
納
入
数
が
あ
っ
た

の
で
26
・
８
%
の
削
減
率
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
少
子
化
や
高
齢
化
、
上
京
す

る
卒
業
生
の
減
少
に
よ
っ
て
会
員
数
も

減
っ
て
お
り
、
活
動
を
支
え
る
財
政
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

同
窓
会
活
動
で
は
、
会
報
の
発
行
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営
、
総
会
・
懇
親

会
の
開
催
、
他
校
同
窓
会
と
の
交
流
な

ど
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
経
費
は
皆

様
の
年
会
費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
生
の
皆
様
、
同
窓
会
活
動
を
支

え
る
年
会
費
の
納
入
に
、
何
卒
ご
協
力

の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
長　

高
田　

禎
哉（
32
回
生
）

（
２
０
２
３
年
５
月
～
２
０
２
４
年
４
月
）

◎
本
部
・
他
支
部
及
び

　
在
京
他
高
校
同
窓
会
と
の
交
流

札
幌
支
部
／
’23
年
6
月
24
日（
土
）総
会
&

懇
親
会
開
催
。
折
田
会
長
出
席

函
館
本
部
／
’23
年
10
月
７
日（
土
）総
会
&

懇
親
会
開
催
。
佐
藤
副
会
長
出
席

東
京
臥
牛
会（
在
京
高
校
同
窓
会
連
絡
会
）

／
’24
年
２
月
17
日（
土
）折
田
会
長
、
青
木

副
会
長
出
席

青
雲
同
窓
会（
東
高
）／
’23
年
５
月
27
日

（
土
）総
会
懇
親
会
開
催
。
折
田
会
長
出
席

函
商
同
窓
会
／
’23
年
7
月
8
日（
土
）総
会

&
懇
親
会
開
催
。
井
田
常
任
幹
事
出
席

※
函
工
関
東
支
部
同
窓
会
、
白
楊
ヶ
丘
同

窓
会（
中
部
高
）、
函
館
ラ
・
サ
ー
ル
学
園

同
窓
会
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
。

◎
学
年
幹
事
会

’24
年
３
月
2
日（
土
）。
第
19
回
総
会
&
懇

親
会
開
催
、
会
報
28
号
編
集
企
画
、
新
規

会
員
獲
得
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
い
。

◎
事
務
局
会
議

’23
年
５
月
26
日（
金
）会
報
27
号
発
送
作

業
、
第
19
回
総
会
懇
親
会
開
催
日
や
会
場

に
つ
い
て
の
話
し
合
い
。

’23
年
６
月
17
日（
土
）第
19
回
総
会
会
場
選

定
、
開
催
の
確
認
事
項
な
ど
を
協
議
。

’23
年
10
月
28
日（
土
）総
会
開
催
の
準
備
や

役
割
分
担
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
。

’24
年
１
月
27
日（
土
）学
年
幹
事
会
の
た
め

の
資
料
作
成
、
第
19
回
総
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の
打
ち
合
わ

せ
、
会
報
28
号
編
集
会
議
。

’24
年
４
月
５
日（
金
）第
19
回
総
会
案
内
状

の
発
送
作
業
、
準
備
作
業
の
進
捗
状
況

確
認
、
会
報
28
号
制
作
進
捗
確
認
な
ど
。

《
編
集
後
記
》

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
５
年
ぶ
り
の
開
催
で

会
場
や
開
催
日
の
変
更
も
あ
り
、
出
席
人

数
が
心
配
で
し
た
が
、
１
８
０
人
以
上
の

方
か
ら
出
席
通
知
が
届
い
て
一
安
心
。
出

席
し
て
よ
か
っ
た
と
喜
ん
で
も
ら
え
る
会

に
す
る
た
め
に
事
務
局
一
同〝
精
励
恪
勤
〟

準
備
中
で
す
。
井
田
ゆ
き
子（
20
回
生
）

年
会
費
納
入
の
お
願
い

█
お
く
や
み

’23
年
５
月
～
’24
年
５
月
ま
で
に
事
務
局
に

連
絡
を
い
た
だ
い
た
逝
去
さ
れ
た
会
員
で

す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

清
水
敦
子（
高
女
35
）、
加
久
智
恵（
35
）、

高
田
澄
子（
36
）、
江
沢
妙
子（
37
）、
栗
原

達
子（
37
）、
亀
岡
喜
久
代（
38
）、
白
幡
栄

子（
38
）、竹
元
和
子（
40
）、保
谷
睦
子（
40
）、

田
代
展
子（
40
）、
齊
藤
宏
幸（
西
高
2
）、

伊
藤
欣
子（
2
）、
本
庄
淳
二（
2
）、
畑
中

誠
治（
2
）、
廣
田
昌
裕（
2
）、
田
中
明
夫

（
2
）、
小
西
勇
作（
2
）、
小
野
八
郎（
2
）、

山
村
勉（
3
）、
丹
羽
清
之
助（
4
）、
粕
谷

陽
子（
5
）、
菊
地
寛
子（
5
）、
岡
宏（
5
）、

西
野
省
三（
6
）、
平
山
美
津
子（
6
）、
入

村
恭
助（
8
）、
小
田
征
信（
8
）、
渡
辺
英

子（
8
）、菊
地
順
彦（
10
）、川
崎
弥
生（
10
）、

甲
斐
中
暁
美（
11
）、
植
木
清
明（
11
）、
中

井
敬
子（
11
）、
角
田
優
子（
14
）、
綱
裕
子

（
14
）、
千
葉
浩（
16
）、
吉
田
守
作（
18
）、

従
二
元
久（
18
）、
澤
出
隆（
19
）、
西
村
佳

永
子（
22
）、
若
松
義
一（
20
）

【
学
年
幹
事
の
皆
様
へ
】

　

本
日
の
総
会
＆
懇
親
会
に
７
名
以
上
出

席
し
た
回
生
が
二
次
会（
同
期
会
）を
行
な

う
場
合
は
１
万
円
、
15
名
以
上
の
場
合
は

２
万
円
を
補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
出
席

者
数
は
、
東
京
支
部
の
年
会
費
を
納
入
し

て
い
る
方
の
人
数
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
二
次
会
補
助
金
は
、
当
日
、
お

渡
し
し
ま
す
の
で
学
年
幹
事
は
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
後
日
、補
助
金
申
請
書（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）に
写
真

を
添
え
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
投
稿

（
出
来
事
、
旅
行
記
、

思
い
出
、
写
真
な
ど
）を

お
願
い
し
ま
す
。


